
触図原稿のデータベース化とネットワークによる利用
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要旨：視覚障害者の教育のために作成した触図の原稿をデータベース化したので，その利用方法の－形態と

してネットワークによる利用方法を紹介した。
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重度の視覚障害者が指先で触って使う触図を作成する

方法はいくつか開発きれているが，その簡便ざからカプ

セル紙に原稿をコピーして作る方法が世界的にも広く使

用されるようになってきている。この方法の一般的な作

製上の注意点や利用法については前報（テクノレポート

２号）で述べたので，今回は筑波技術短期大学視覚部で

使用されている鍼灸学科および理学療法学科関係の触図

原稿の学内ネットワークによる利用方法について具体的

に説明する。現在のところ教官自身が重度の視覚障害者

の場合は想定していないが，将来的には検討したい。

なお，このレポートでは視覚部で平成８年３月にフル

稼働予定のネットウェアによるネットワーク利用につい

て解説する。

ソフトに読み込んで使うこともできるが，各ファイルの

記憶量が大きくなるという欠点のゆえにデータベース化

はしていない。したがって今回は説明を省略する。

なお，「花子」と「シルエット」はジャストシステム

社製の描画ソフトウェアである。

分野により収録されたファイル数に差が大きい。これ

は，データベースの入力が進行中であるためである。
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１章医学関係の触図原稿のデータベースの内容

触図データベースでは各図をファイルとして収納して

ある。ファイルの管理のために次のような分野に分けて

整理してある。各分野は更に細分してあるので目的の図

がありそうな分野をマウスでクリックして選び，画面に

呼び出す。同じ図を２ヶ所以上に登録してあるものもあ

る。個々のファイルにはアルファベットと算用数字でファ

イル名が付けてあり，その最初の２ないし３文字からど

の分野のファイルであるかを推定できるようにしてある。

ファイル名の終わりの３文字が.ＳＲＨのファイルは

「シルエット」の図であり，、JSH，ＪＡＨ，、JBHのファ

イルは「花子」のファイルである。「花子」では両方の

ファイルが読み込むことができる。前報（テクノレポー

ト２号）で述べたようにMACやWINDOWSで使う上級

の描画ソフトを含めて６つのソフトを新しいバージョン

のものも検討してきたが，触図が単純でなければならな

いこと，色彩の不要なこと，１ヶのファイルの必要メモ

リー量を総合的に判断して，この２つのソフトを採用し

ている。

これらのファイルはTIFＦファイルに変換することに

よってMACやWINDOWSやＵＮＩＸなどで使う上級の描画
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ネットワークにつながれたプリンターを利用する場合

は，「シルエット」起動時に設定することにより，共通

利用のどのプリンタに印刷するか選択することもできる。

（プリンターの設定についてはネットウェアの管理者に

相談して下さい｡）

Ａ７作業を終了するには，「終了」をクリックする。

Ａ８原図の修正と追加

触図データベースはそのまま印刷して立体コピーの原

稿として使えるようになっているが，使用目的に応じて

分かり難いところを消去したり，説明を追加したりして

自分用の触図原稿を作成して自分用のデータとして蓄積

していってもよい。

弱視者用に同じ図に点字の代わりに文字を記入した図

にするにはＢ５で述べる方法で14ないし18ポイントの大

きさで記入する。点字と漢字など両方を入れた図のデー

タベース化は進行中である。

触図利用者と通常の図を使える学生を１つのクラスで

指導するときは，点字の入った図の4／5くらいの縮小コ

ピー図を弱視者に配布して，説明しながら文字を記入さ

せることで弱視学生にも有効な教材となっている。

Ａ８－ｌ図の一部を修正するには「表示」「入力プ

レーン」をクリックし，Ａと決定をクリックして，「編

集」「消去」で修正部を消去し，「描画」の「曲線」や

「点」などを選び必要に応じて描き変える。

Ａ８－２「シルエット」で点字を追加記入するとき

は，３の操作で「入力プレーン」をＢにする。「描画」

のメニューで「部品呼出」をクリックして登録してある

点字のメの字の列を－つ選んでクリックすると枠に囲ま

れて画面に追加きれる。これを「編集」の「消去」を使っ

て1ヶずつ不用な点を消して点字とする。「枠操作」の

「移動」をクリックした後，動かしたい枠にポインター

を移動してマウスを使い目的の位置までドラッグし，ボ

タンを離す。

Ａ８－３「編集」によって間違って消去した場合は，

直後ならば「f･10」キーで元に戻る。「枠操作」の「削

除」で点字や画像の一部を枠ごと消去するとそれまでの

修正作業が取り返しがつかなくなるので，確認のメッセー

ジが出たときは慎重に操作する必要がある。

Ａ８－４修正した図は自分用のフロッピーディスク

やハードディスクに保存するか，ネットワークの自分用

のスペースに保存する。「保存」をクリックし，ドライ

ブを選び，ファイル名を変更して実行する。

往く鍼灸論文集＞は鍼灸学科の論文講読で使う基本

的な論文のデータベース化が進行しており，そ

の付図を触図化したものである。

２章ネットワークによる触図原稿の利用

Ａ描画ソフト「シルエット」利用の場合

Ａ１ネットワーク用の「シルエット」起動ディスク

をフロッピーディスクドライブに差し込み，セットして

から電源スイッチをいれる。

Ａ２起動した「シルエット」の画面の下欄の「ファ

イル」をマウスでクリックして開くメニューの中で「読

み込み」をクリックし，ファイル一覧画面でドライブを

クリックすると「触図データベース」につながる。この

時，ネットワークを意識することなしに自然とネットワー

クディスクを参照している。マウスの操作は左クリック

がコマンドの選択と実行で右クリックが取り消しであり，

ドラッグが図形の描いてある枠の移動と上枠と右枠にあ

るスクロールバーの移動に使うなどである。

Ａ３次に１章のリストを参考に希望する分野のディ

レクトリーとサブディレクトリーを順々に選んでクリッ

クして開くとその中のファイルの一覧が現れる。

Ａ４画面の下欄の「名前」をクリックして「見出し

付」をクリックすると各ファイルの説明がついた一覧画

面になる。これを参考に目的のファイルを選んでその上

でクリックする。

Ａ５モニター画面に選んだ読み込んだファイルが図

示される。全体を見るには画面右上の「1／1」などの分

数の示きれている枠をクリックして倍率を1／4にする。

モニター画面に出ていない部分を見るには画面の上と右

の枠の端近くにある矢印をクリックして移動きせる。

Ａ６手元に「シルエット」用に予め設定されたプリ

ンターが接続されている場合は，「印刷」「印刷」とクリッ

クして印刷する。用紙はＡ４で縦に印刷きれる。「シル

エット」は少し古いソフトなので新しいプリンターで印

刷できないことがある。

Ｂ描画ソフト「花子」を利用する場合

「シルエット」にくらべて「花子」で描いた図は，線

の種類や太さの変更が容易であり，図の拡大，縮小に伴
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う線の太さが変わらないなどの利点があるが，触図で必

要になる粗い塗りつぶしのパターンが使えないなどの欠

点もあるので，線画を「花子」で描いて塗りつぶしはシ

ルエットで行うという使い分けをしている。データベー

スの図を選んで印刷するだけであればMS-DOS用の「花

子」でもよいが，「花子」の図に点字や文字を入れるの

はWINDOWS用「花子」で行っている。「だれ触」を参

考にしてWINDOWSを使い慣れていないひとでも容易に

できる。

Ｂ１－Ａネットウェアによりネットワークに接続し

ているパソコンでWINSOWSを起動し，WINDOWSのプ

ログラムマネージャーの画面で「花子」を起動する。

Ｂ１－ＢＷＩＮＤＯＷＳの使えないパソコンではMS-

DOS用の「花子」を起動して使う。ただし，WINDOWS

用「花子」と異なり，「だれ触」が使えない。

Ｂ２「シルエット」のときと同様にファイルを探し，

読み込む。

Ｂ３「花子」は「シルエット」と異なり，１頁の図

が多数のプレーンを重ねて描画できるが，データベース

のファイル（・SRH，、JSH，、JAHまたは.JBHのついたも

の）を読み込むとプレーンＡに図が，Ｂに点字が読み込

まれる。画面左下のＡないしＢをクリックすると入力表

示プレーンのメニューが出るので，ここで詳細をクリッ

クして入力と表示プレーンの枠を選ぶ。文字はプレーン

Ｃに入力している。Ｂを消してＡとＣだけを表示してお

いて印刷すれば，文字入りの図となる。逆にｃを消して

印刷すれば，触図原稿となる。

印刷は印刷のアイコンをクリックして行う。どのプリ

ンターを使うかについてはＡ６と同様予め選択と設定が

必要である。

Ｂ４点字の追加入力ないし削除

入力画面をＢプレーンとし，「だれ触」により入力す

る。不要な点字を削除するには図形選択でその点字をク

リックすると枠で囲まれるので「編集」そして「消去」

をクリックする。点字の修正は「Ａ」文字入力をクリッ

クして消したい点字の後ろにカーソルを置き，「ＢＳ」

キーで消し，入力し直す。点字を入力するときは文字の

フォントをBrailleにし，日本語入力を点字入力用に変更

して行う。

Ｂ５文字の入力

入力画面をｃプレーンとし，「だれ触」に従って入力

する。１８ポイントのゴシック文字で大多数の学生に使え

る大きさになる。文字を修正したいときは点字の修正と

同様に行う。

Ｂ６図の修正

シルエットの図の修正は，－部だけであれば「花子」

でもよいが「シルエット」の方が操作しやすい。「花子」

のファイルの場合は，「花子」で行う。

Ｂ７ファイルの保存

「シルエット」の場合と同様に修正した図は自分用の

ディスクにファイル名を変更して保存する。

注：「だれ触」は，初心者でもパソコンを利用して点

字の入った触図や拡大文字の入った図を作成できるよう

に操作の手順をまとめたものである。「花子」だけでな

く他のWINDOWS上のソフトウェアでも触図や拡大文字

入りの図を作成できる。

３パソコンネットワークの基礎知識

今回ネットワークで触図がデータベースを利用できる

ようにシステムを構築したが，これは，ネットウェアと

いうパソコン用のネットワーク基本ソフトで行った。そ

の特徴について以下簡単に紹介する。

Ａ共通ソフトの利用

ネットウェア（NetWare）は，パソコン用のネットワー

ク用基本ソフトとして世界中で最も利用されている。ネッ

トウェアを利用すると，自分のパソコンにハードディス

クがなくても，ネットワークのディスクを自分のハード

ディスクのように利用でき，ネットワークの中のソフト

も共通利用が可能である。触図作成に利用している「花

子」や「シルエット」が手元になくても，利用ライセン

スのあるネットワークで利用できる。「花子」や「一太

郎」などはパソコンを起動したときのメニュー画面から

ネットワークの中のソフトを利用出来る。ただし，「シ

ルエット」は，かなり古いソフトでありMS-DOSのバー

ジョンが異なるのでＡで述べたように専用のフロッピー

で起動して使うようにした。

Ｂファイルの共通利用

すでに作成された触図の原図に限らず，参考書や共通

文書などを相互利用したい場合は，みんなで利用できる

共通ファイルにしておくと便利である。この場合多くの

利用者で共通利用するものは書き換えられないようにし

ておく。自分なりに変更した触図はネットワーク上の自

分専用のの保存場所に保存することも出来る。

ＡやＢのような機能を利用すると自分のパソコンにハー

ドディスクがなくてもフロッピーで起動し，ネットワー

クに接続すれば，起動したソフトで保存場所を選ぶだけ

で使うことが出来，ネットワークの中のディスクに保存

もできる。ネットウェアはこのようなファイルサーバと

呼ばれる機能を利用するのに最も適しているネットワー

ク用の基本ソフトである。
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以上のようにネットワークを利用することにより初心

者でも比較的容易に触図の原稿を利用し，触図および弱

Ｃネットワークへの接続

接続が簡単なのも特徴の一つである。一般的にネット

ワークに接続する時はＩＤやパスワードを入力して，利

用者を特定するが，ネットウェアではＩＤやパスワード

などの入力なしに利用できる。ネットワークヘの接続

（ログイン)，切断（ログアウト）を意識しないで自動

的にこれらの操作を行うようにネットワークの端末とし

視者用の図を作成出来るようになった。

て自分の使うパソコンを設定すればよい。
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